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論文内容の要旨

(目的)

食道癌は，増殖が速し早期に転移をきたすため，消化器癌の中でも最も悪性度の高い癌のーっとさ

れている O 上皮増殖因子受容体 (EGF-R) は肩平上皮癌において高率に検出され，その増殖に強く

関与していることが示唆されている。食道肩平上皮癌においても， EGF-R と悪性度との相関が論議

されているが，詳細は不明である O そこで，食道扇平上皮癌における EGF-Rの発現性を，免疫組織

化学的，臨床病理学的見地から検討し その悪性度との相関を調べた。

(方法ならびに成績)

食道扇平上皮癌38例の手術摘出標本から，新鮮材料を採取し，迅速凍結。クライオスタットにて凍結

切片作製後，アセトン固定。抗ヒト EGF-Rモノクローナル抗体 (Oncor社)を用い，酵素抗体法

(ABC法)により，免疫組織染色を施行した。なお，同時に摘出された 9 例の転移リンパ節について

も，同様の染色を行った。

正常食道粘膜では，基底層から傍基底層にかけて， EGF-Rが弱く染色されていた。異型上皮では，

異型細胞膜が，基底層から上層に渡って強く染色されており 増殖帯が上層にまで拡がっていることが

示唆された。

浸潤癌においては， EGF-Rの染色強度が強い症例から，弱い症例まで様々であったため，次のよ

うに分類した。① Group (:t) :癌巣の染色強度が，正常食道粘膜よりも弱いものD ( Group (+) : 

癌巣の染色強度が，正常食道粘膜と同程度のものO ( Group (+ +) :癌巣の染色強度が，正常食道粘

膜より中等度強いもの。④ Group (+++) :癌巣の染色強度が，正常食道粘膜よりも著しく強いものO
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又，これより Group (::t) (+)をEGF-R発現の弱い症例， Group (+ +) (十十十)を EGF-R

発現の強い症例とした。 38例中， Group (士) (十) 20例， Group (+ +) (+ + +) 18例であったo

Group (::t) (+)と， Group (+ +) (+ + + )の 2 群聞の予後を， Kaplan -Meier 法にて調べると，

術後24ヶ月で， Group (士) (+) 81.3% , Group (++) (+++) 20.0% と， EGF-R発現の強い症

例は著しく予後が悪かった。又， Group (土) (+)と Group (+ +) (+ + +)との間で， リンパ節転

移の有無を調べると， Group (::t) (+) 50% , Group (+ +) ( + + +) 83% と， EGF-Rの強い症例

に，リンパ節転移陽性率が高かった。

次に，浸潤癌における EGF-Rの染色パターンを見ると， 2 種類の type に分類された。つまり，全

ての癌巣が，一様に染色される Diffuse type と，染色強度の違った癌巣が混在した Mosaic type とであ

る。 Diffuse type 21例， Mosaic type 17例であった。両者間の予後をみると，術後24 ヶ月で， Diffuse 

type 66.9% , Mosaic type 32.0% と， Mosaic type の予後が悪かった。リンパ節転移陽性率は， Diffuse 

type 58% , Mosaic type 76% と， Mosaic type のリンパ節転移陽性率が高かったが，有意差は得られ

なかった。

次に，転移リンパ節のEGF-R染色性 (9 例)を，原発巣と比較した。転移リンパ節の染色パター

ンは，すべて Diffuse type であった。原発巣が Diffuse type を示した 4 例においては，転移リンパ節

と原発巣の染色強度は，すべて一致していた。次に，原発巣が Mosaic type を示した 5 例につき検討す

ると， 5 例中 4 例において転移リンパ節の染色強度は，原発巣の強く染色される癌巣と一致しており，

この事から， EGF-Rの強く発現する癌巣は，リンパ節転移をきたし易いことが示唆された。

病理学的見地から EGF-Rの発現性と深達度組織型との相関を検討したが，統計学的有意差

は，得られなかった。しかし， Mosaic type においてEGF-R の強い癌巣と弱い癌巣を比較すると，

核異型の強い，中分化型を示す癌巣に強く染色される傾向を認めた。

(総括)

ヒト食道肩平上皮癌において， EGF-Rの発現性は，リンパ節転移の有無や予後を反映しており，

ヒト食道肩平上皮癌の悪性度を知る上の重要な指標となることが示唆された。

論文審査の結果の要旨

本研究は，食道癌における EGF-Rの発現性を免疫組織化学的に解析したものである。その結果，

EGF-Rが強く mosalc 状に発現する症例は， EGF-Rが弱く diffuse に発現する症例に比べ，リン

パ節転移の頻度が高く，予後不良であることが明かとなった。 EGF-Rが食道癌悪性度の重要な指標

となることが示され臨床病理学的意義が大きい。よって学位に価するものと認めるO




